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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　受光素子と、
　前記受光素子への光路上である第１の位置と当該光路上から退避した第２の位置とに移
動可能な、入射した光の一部を透過させるミラーと、
　前記ミラーを透過した光を前記受光素子により検出する第１の検出動作、および前記ミ
ラーを介さない光を前記受光素子により検出する第２の検出動作を行う検出手段と、
　前記第１および第２の検出動作での前記受光素子からの出力に基づいて、当該受光素子
に入射した光の光源を判別する判別手段と、
　前記判別手段の判別結果に基づいて焦点調節制御を行う制御手段と、を有することを特
徴とする撮像装置。
【請求項２】
　前記判別手段は、前記第１の検出動作での前記受光素子からの出力と前記第２の検出動
作における前記受光素子の出力との間での変化に基づいて前記入射した光の光源を判別す
ることを特徴とする請求項１に記載の撮像装置。
【請求項３】
　前記制御手段は、前記第１および第２の検出動作での前記受光素子からの出力の少なく
とも一方に基づいて焦点調節を行った後に、前記判別手段の判別結果に基づいて焦点調節
結果を補正するように焦点調節制御を行うことを特徴とする請求項１または２に記載の撮
像装置。
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【請求項４】
　前記検出手段は、前記第１の検出動作を行った後に前記第２の検出動作を行い、
　前記制御手段は、前記第１の検出動作での前記受光素子からの出力に基づいて焦点調節
を行った後に、前記判別手段の判別結果に基づいて焦点調節結果を補正するように焦点調
節制御を行うことを特徴とする請求項３に記載の撮像装置。
【請求項５】
　撮影準備動作の開始を指示する第１の指示手段と、
　撮影動作の開始を指示する第２の指示手段と、を有し、
　前記検出手段は、前記第１の指示手段により撮影準備動作の開始指示がなされてから前
記第１の検出動作を行い、前記第２の指示手段により撮影動作の開始指示がなされてから
前記第２の検出動作を行うことを特徴とする請求項４に記載の撮像装置。
【請求項６】
　前記制御手段は、前記第２の検出動作が行われてから撮影が開始されるまでの間に、前
記判別手段の判別結果に基づいて焦点調節結果を補正するように焦点調節制御を行うこと
を特徴とする請求項５に記載の撮像装置。
【請求項７】
　前記受光素子は、位相差検出方式により焦点調節を行うためのセンサを構成することを
特徴とする請求項１ないし６のいずれか１項に記載の撮像装置。
【請求項８】
　受光素子と、前記受光素子への光路上である第１の位置と当該光路上から退避した第２
の位置とに移動可能な、入射した光の一部を透過させるミラーと、を有する撮像装置の制
御方法であって、
　前記ミラーを透過した光を前記受光素子により検出する第１の検出動作、および前記ミ
ラーを介さない光を前記受光素子により検出する第２の検出動作を行う検出ステップと、
　前記第１および第２の検出動作での前記受光素子からの出力に基づいて、当該受光素子
に入射した光の光源を判別する判別ステップと、
　前記判別ステップの判別結果に基づいて焦点調節制御を行う制御ステップと、を有する
ことを特徴とする撮像装置の制御方法。

【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、焦点調節制御機能を有する撮像装置およびその制御方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　一眼レフカメラに搭載されるオートフォーカス（ＡＦ）制御系では、一対の受光素子列
上に形成される一対の像の位置関係から撮影レンズの被写体に対する焦点状態を検出し、
該検出結果に応じて撮影レンズの焦点調節を行う位相差検出方式が用いられる。
【０００３】
　このようなＡＦ制御系では、被写体を照明している光源の種類（例えば、自然光源や人
工光源）によって撮影レンズで生ずる収差が異なり、その結果、受光素子列上での像位置
に差が生じる。そして、この差により、被写体が同一距離にあっても焦点検出結果にばら
つきが生じ、ジャストピントが得られない場合がある。
【０００４】
　このような問題に対して、赤外光と可視光とを測光し、これらの測光値の関係に基づい
て光源の種類を判別し、該判別結果に応じて補正を行うことで焦点検出および焦点調節精
度の向上を図る技術が開示されている（例えば、特許文献１，２参照）。
【特許文献１】特公平１－４５８８３公報（第３頁左下欄１１行～第４頁左下欄１０行、
第１２図等）
【特許文献２】特開２０００－２９２６８２号公報（段落００５５～００８６、図５～９
等）
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【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　しかしながら、特許文献１，２によって代表される従来の光源判別技術は、可視光を測
光するための受光センサとは別に、赤外光を測光するための赤外センサを用いたものであ
る。すなわち、赤外センサを用いずに光源を判別する技術は従来提案されていない。
【０００６】
　本発明は、焦点調節制御を行うに際して赤外センサを用いることなく光源の種類を特定
し、光源の種類にかかわらず精度の高い焦点調節が行えるようにした撮像装置を提供する
ことを目的の１つとしている。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　上記目的を達成するために、本発明の撮像装置は、受光素子と、前記受光素子への光路
上である第１の位置と当該光路上から退避した第２の位置とに移動可能な、入射した光の
一部を透過させるミラーと、前記ミラーを透過した光を前記受光素子により検出する第１
の検出動作、および前記ミラーを介さない光を前記受光素子により検出する第２の検出動
作を行う検出手段と、前記第１および第２の検出動作での前記受光素子からの出力に基づ
いて、当該受光素子に入射した光の光源を判別する判別手段と、前記判別手段の判別結果
に基づいて焦点調節制御を行う制御手段と、を有することを特徴とする。
【発明の効果】
【００１１】
　本発明によれば、第１および第２の検出動作における受光素子からの出力の違いを利用
して光源を特定することができる。したがって、従来のように赤外センサを用いることな
く、光源の種類に応じた適切な焦点調節制御を行うことができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１２】
　以下、本発明の好ましい実施例について図面を参照しながら説明する。
【実施例１】
【００１３】
　図１から図７には、本発明の実施例１である撮像システムとしてのカメラシステムの構
成を示している。
【００１４】
　まず図６には、本実施例のカメラシステムの概略構成を示している。本実施例のカメラ
システムは、ＣＣＤセンサ又はＣＭＯＳセンサなどの撮像素子を用いた単板式のデジタル
カラーカメラである。撮像素子を連続的又は単発的に駆動して動画像又は静止画像を取得
できる。撮像素子は、いわゆるエリアセンサであり、受光した光を２次元方向に配列され
た画素毎に電気信号に変換し、受光量に応じた電荷を蓄積する。
【００１５】
　図６において、１０１は撮像装置としてのカメラ本体であり、この内部には以下に説明
する部材が配置されている。
【００１６】
　１０２はレンズ装置としての交換レンズであり、その内部には撮影光学系としての結像
光学系１０３が配置されている。交換レンズ１０２は、カメラ本体１０１に対して着脱可
能であり、マウント機構を介してカメラ本体１０１に電気的および機械的に接続される。
【００１７】
　カメラ本体１０１には、焦点距離の異なる複数の交換レンズが着脱可能であり、交換レ
ンズを交換することによって様々な画角の画像を取得することができる。
【００１８】
　交換レンズ１０２は不図示の駆動機構を有している。この駆動機構は、結像光学系１０
３の一部を構成するフォーカシングレンズを光軸Ｌ１の方向に移動させて焦点調節を行わ
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せる。なお、フォーカシングレンズを柔軟性のある透明弾性部材や液体レンズで構成し、
界面形状を変化させて屈折力を変えることにより焦点調節を行うこともできる。
【００１９】
　また、交換レンズ１０２内には、光通過口の開口面積を変化させて撮影光束の光量を調
節する絞り（不図示）と、この絞りを駆動する駆動機構（不図示）とが配置されている。
【００２０】
　１０６は撮像パッケージ１２４内に収納された撮像素子である。結像光学系１０３から
撮像素子１０６に至る光路中には、撮像素子１０６上に被写体像の必要以上に高い空間周
波数成分が伝達されないように結像光学系１０３のカットオフ周波数を制限する光学ロー
パスフィルタ１５６が設けられている。また、結像光学系１０３には、不図示の赤外カッ
トフィルタも設けられている。
【００２１】
　撮像素子１０６で捉えられた被写体像は、ディスプレイユニット（画像表示ユニット）
１０７上に表示される。ディスプレイユニット１０７は、カメラ本体１０１の背面に取り
付けられており、使用者がディスプレイユニット１０７に表示された画像を直接観察でき
るようになっている。ここで、ディスプレイユニット１０７を、有機ＥＬ空間変調素子や
液晶空間変調素子、微粒子の電気泳動を利用した空間変調素子などで構成すれば、消費電
力を小さくかつ薄型にすることができる。
【００２２】
　本実施例では、特に撮像素子１０６として、増幅型固体撮像素子の１つであるＣＭＯＳ
プロセスコンパチブルのセンサ（ＣＭＯＳセンサ）を用いている。ＣＭＯＳセンサの特長
の１つとして、エリアセンサ部のＭＯＳトランジスタと撮像素子駆動回路、ＡＤ変換回路
、画像処理回路といった周辺回路を同一工程で形成できることが挙げられる。これにより
、マスク枚数、プロセス工程がＣＣＤセンサと比較して大幅に削減できる。また、任意の
画素へのランダムアクセスが可能といった特長も有し、ディスプレイ表示用に間引いた読
み出しが容易であって、高い表示レートでリアルタイム表示が行える。
【００２３】
　　撮像素子１０６は、上記特長を利用して、ディスプレイ画像の出力動作と高精細画像
の出力動作とを行う。
【００２４】
　１１１は第１の光学部材としてのハーフミラーである。該ハーフミラー１１１は、結像
光学系１０３からの光束の一部を反射して後述する光学ファインダに導き、他の光束を透
過させる。これにより、結像光学系１０３からの光束が分割される。
【００２５】
　ハーフミラー１１１は、撮影光路内（光軸Ｌ１上）に斜めに位置したり、撮影光路から
退避したりする可動ミラーである。
【００２６】
　１０５は、被写体像の予定結像面に配置されたフォーカシングスクリーンである。ペン
タプリズム１１２は、ハーフミラー１１１からの光束を複数回反射し、倒立像を正立像に
変換して接眼レンズ１０９に導く。
【００２７】
　接眼レンズ１０９は、フォーカシングスクリーン１０５上に形成された被写体像を観察
するためのレンズであり、実際には後述するように３つのレンズ（図１の１０９ａ、１０
９ｂ、１０９ｃ）で構成されている。フォーカシングスクリーン１０５、ペンタプリズム
１１２および接眼レンズ１０９により、光学ファインダが構成される。
【００２８】
　ハーフミラー１１１の屈折率はおよそ１．５であり、厚さは０．５ｍｍである。ハーフ
ミラー１１１の背後（撮像素子１０６側）には、可動の第２の光学部材としてのサブミラ
ー１２２が配置されている。ハーフミラー１１１を透過した光束のうち、光軸Ｌ１上又は
その近傍の光束を焦点検出ユニット１２１に向けて反射させる。
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【００２９】
　サブミラー１２２は、後述する回動軸１２５を中心に回動可能である。そして、サブミ
ラー１２２は、後述する第２の光路状態および第３の光路状態において、ハーフミラー１
１１およびサブミラー１２２を保持する不図示のミラーボックスの下部に収納される。
【００３０】
　１０４は被写体に照明光を照射するポップアップ式の照明ユニットであり、使用時には
カメラ本体１０１から上方に突出し、不使用時にはカメラ本体１０１に対して収納される
。
【００３１】
　１１３はフォーカルプレンシャッタ（以下、シャッタと称す）であり、それぞれ複数枚
の遮光羽根で構成される先幕および後幕を有する。このシャッタ１１３において、画像の
取得時以外では、アパーチャを先幕又は後幕で覆うことで撮影光束を遮光する。また、画
像取得時には、先幕および後幕がスリットを形成しながら走行することで撮影光束を撮像
素子１０６に到達させる。
【００３２】
　１１９はカメラを起動させるためのメインスイッチ（電源スイッチ）である。１２０は
２段階の押圧操作が可能なレリーズボタンである。該レリーズボタン１２０が半押し操作
されることによりカメラの撮影準備動作（焦点調節動作および測光動作等）が開始され、
全押し操作されることにより撮影動作が開始される。
【００３３】
　焦点検出ユニット１２１は、位相差検出方式によって結像光学系１０３の焦点状態を検
出する。
【００３４】
　１２３はファインダモード切り換えスイッチであり、このスイッチ１２３の操作により
、後述する光学ファインダモード（ＯＶＦモード）と電子ファインダモード（ＥＶＦモー
ド）とを選択的に設定できる。ＯＶＦモードでは、光学ファインダを介して被写体像を観
察することができる。また、ＥＶＦモードでは、ディスプレイユニット１０７を介して被
写体像を観察することができる。
【００３５】
　１８０は光学ファインダ内情報表示ユニットであり、フォーカシングスクリーン１０５
上に所定の情報（例えば、シャッタ速度、絞り値等の撮影条件の情報）を表示する。撮影
者は、接眼レンズ１０９を覗くことで、被写体像とともに所定の情報を観察することがで
きる。
【００３６】
　上述した構成において、ハーフミラー１１１およびサブミラー１２２により構成される
光路切換ユニットは、第１、第２、第３および第４の光路状態をとることができる。
【００３７】
　第１の光路状態は、結像光学系１０３からの光束を光学ファインダおよび焦点検出ユニ
ット１２１に導く状態である。第２の光路状態は、結像光学系１０３からの光束を撮像素
子１０６および焦点検出ユニット１２１に導く状態である。第３の光路状態は、結像光学
系１０３からの光束をダイレクトに撮像素子１０６に受光させるための状態である。さら
に、第４の光路状態は、結像光学系１０３からの光束を焦点検出ユニット１２１に導く状
態である。
【００３８】
　第１の光路状態では、ハーフミラー１１１およびサブミラー１２２が撮影光路上に斜め
に配置される。結像光学系１０３からの光束の一部がハーフミラー１１１で反射すること
により光学ファインダに導かれるとともに、ハーフミラー１１１を透過した光束がサブミ
ラー１２２で反射して焦点検出ユニット１２１に導かれる。これにより、第１の光路状態
では、接眼レンズ１０９を介して被写体像を観察することができるとともに、焦点検出ユ
ニット１２１において焦点検出を行うことができる。この光路状態に対応するファインダ
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モードがＯＶＦモードである。
【００３９】
　第２の光路状態では、ハーフミラー１１１が撮影光路上に斜めに配置される。結像光学
系１０３からの光束の一部は、ハーフミラー１１１で反射して焦点検出ユニット１２１に
導かれるとともに、ハーフミラー１１１を透過した光束は撮像素子１０６側に向かう。な
お、サブミラー１２２は、撮影光路から退避した状態となっている。この第２光路状態に
おいてシャッタ１１３が開状態となると、撮像素子１０６の出力に基づいて生成されたい
わゆるスルー画像をディスプレイユニット１０７に表示させることができる。また、焦点
検出ユニット１２１において焦点検出を行うこともできる。この光路状態に対応するファ
インダモードがＥＶＦモードである。また、この光路状態において、記録用画像の取得動
作である撮像（連続撮像や動画撮像）を行うこともできる。
【００４０】
　第３の光路状態では、ハーフミラー１１１およびサブミラー１２２が撮影光路上から退
避する。この光路状態では、結像光学系１０３からの光束は、シャッタ１１３が開動作す
ることで、直接、撮像素子１０６に到達する。これにより、撮像素子の１０６の出力に基
づいて撮像を行うことができる。この光路状態での撮像は、高精細な静止画像を取得する
ことができるので、該静止画像を拡大して大型プリントを行う場合等に好適である。
【００４１】
　第４の光路状態では、サブミラー１２２が撮影光路上に斜めに配置される。結像光学系
１０３からの光束は、サブミラー１２２で反射して焦点検出ユニット１２１に導かれる。
この光路状態では、焦点検出ユニット１２１において焦点検出を行うことができる。この
光路状態では、ハーフミラー１１１は、撮影光路から退避した状態となっている。
【００４２】
　上述した第１～第３の光路状態を高速で切り換えるために、サブミラー１２２に比べて
大型のハーフミラー１１１は透明樹脂で構成され、軽量化が図られている。また、ハーフ
ミラー１１１の裏面には複屈折性を持つ高分子薄膜が貼り付けられている。このため、第
２の光路状態において、画像をディスプレイユニット１０７でモニタする場合や高速連続
撮影を行う場合には、撮像素子１０６の全画素を用いて撮像しないことに対応して、さら
に強いローパス効果を付与する。
【００４３】
　なお、ハーフミラー１１１の表面に、可視光の波長よりも小さなピッチを持つ微細な角
錐状の周期構造を樹脂によって形成し、いわゆるフォトニック結晶として作用させること
ができる。これにより、空気と樹脂との屈折率差による光の表面反射を低減し、光の利用
効率を高めることが可能である。このように構成すると、第２の光路状態において、ハー
フミラー１１１の表裏面での光の多重反射によってゴーストが発生するのを防ぐことがで
きる。
【００４４】
　電磁モータとギア列からなるミラー駆動機構（図７の１４５参照）は、ハーフミラー１
１１およびサブミラー１２２の位置を変化させることにより、光路切換ユニットを、第１
の光路状態から第４の光路状態の間で切り換える。
【００４５】
　第２の光路状態における撮像では、後述するようにハーフミラー１１１およびサブミラ
ー１２２が所定位置に保持されたままであり、ミラー駆動機構を作動させる必要がない。
このため、撮像素子１０６からの信号に対する画像処理を高速化させることで超高速連続
撮影を行うことができる。また、ディスプレイユニット１０７に画像が表示されていると
きでも、焦点調節を行うことができる。
【００４６】
　図７には、本実施例のカメラシステムの電気的構成を示す。このカメラシステムは、撮
像系、画像処理系、記録再生系および制御系を有する。まず、被写体像の撮像、記録に関
する説明を行う。なお、同図において、図６で説明した部材と同じ部材については同一符
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号を付す。
【００４７】
　撮像系は、結像光学系１０３および撮像素子１０６を含み、画像処理系は、Ａ／Ｄ変換
器１３０、ＲＧＢ画像処理回路１３１およびＹＣ処理回路１３２を含む。また、記録再生
系は、記録処理回路１３３および再生処理回路１３４を含み、制御系は、カメラシステム
制御回路（制御回路）１３５、操作検出回路１３６および撮像素子駆動回路１３７を含む
。
【００４８】
　１３８は外部のコンピュータ等に接続して、データの送受信を行うための規格化された
接続端子である。上記の電気回路は、不図示の小型燃料電池によって駆動される。
【００４９】

　撮像系は、被写体からの光束を結像光学系１０３を介して撮像素子１０６の撮像面に結
像させる光学処理系である。撮像系は、交換レンズ１０２内の絞り（光量調節ユニット）
とシャッタ１１３における先幕および後幕の走行とを調節して、適切な光量で撮像素子１
０６を露光する。
【００５０】
　撮像素子１０６は、正方画素が長辺方向に３７００個、短辺方向に２８００個並べられ
、合計約１０００万個の画素数を有している。各画素には、Ｒ（赤色），Ｇ（緑色），Ｂ
（青色）のカラーフィルタのいずれかが配置され、２つのＧと１つずつのＲ，Ｂの４画素
が１組となる、いわゆるベイヤー配列画素となっている。
【００５１】
　ベイヤー配列では、撮影者が画像を見たときに強く感じやすいＧの画素をＲやＢの画素
よりも多く配置することで、総合的な画像性能を上げている。一般に、この方式の撮像素
子１０６を用いる画像処理では、輝度信号は主にＧから生成し、色信号はＲ，Ｇ，Ｂから
生成される。
【００５２】
　撮像素子１０６から読み出された信号は、Ａ／Ｄ変換器１３０を介して画像処理系に供
給される。Ａ／Ｄ変換器１３０は、各画素からの信号をその振幅に応じて、例えば１０ビ
ットのデジタル信号に変換して出力する信号変換回路であり、以降の画像信号処理はデジ
タル処理にて実行される。
【００５３】
　画像処理系は、Ｒ，Ｇ，Ｂのデジタル信号から所望の形式の画像信号を生成する信号処
理系であり、Ｒ，Ｇ，Ｂの色信号を輝度信号Ｙおよび色差信号（Ｒ－Ｙ），（Ｂ－Ｙ）に
て表されるＹＣ信号などに変換する。
【００５４】
　ＲＧＢ画像処理回路１３１は、Ａ／Ｄ変換器１３０を介して撮像素子１０６から受けた
３７００×２８００画素からの信号を処理する信号処理回路であり、ホワイトバランス回
路、ガンマ補正回路および補間演算による高解像度化を行う補間演算回路を有する。
【００５５】
　ＹＣ処理回路１３２は、輝度信号Ｙおよび色差信号Ｒ－Ｙ，Ｂ－Ｙを生成する信号処理
回路である。この処理回路１３２は、高域輝度信号ＹＨを生成する高域輝度信号発生回路
、低域輝度信号ＹＬを生成する低域輝度信号発生回路、および色差信号Ｒ－Ｙ，Ｂ－Ｙを
生成する色差信号発生回路で構成されている。輝度信号Ｙは、高域輝度信号ＹＨと低域輝
度信号ＹＬを合成することによって形成される。
【００５６】
　記録再生系は、不図示の記録媒体（半導体メモリや光ディスク等）への画像信号の出力
と、ディスプレイユニット１０７への画像信号の出力とを行う処理系である。記録処理回
路１３３は、記録媒体に対する画像信号の書き込み処理および読み出し処理を行う。再生
処理回路１３４は、記録媒体から読み出した画像信号を再生して、ディスプレイユニット
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１０７に出力する。
【００５７】
　また、記録処理回路１３３は、静止画像および動画像を表すＹＣ信号を所定の圧縮形式
（例えば、ＪＰＥＧ形式）にて圧縮するとともに、圧縮データを読み出した際に圧縮デー
タを伸張する圧縮伸張回路を有する。圧縮伸張回路は、信号処理のためのフレームメモリ
などを含み、このフレームメモリに画像処理系からのＹＣ信号をフレーム毎に蓄積して、
それぞれ複数のブロック毎に読み出して圧縮符号化する。圧縮符号化は、例えば、ブロッ
ク毎の画像信号を２次元直交変換、正規化およびハフマン符号化することにより行われる
。
【００５８】
　再生処理回路１３４は、輝度信号Ｙおよび色差信号Ｒ－Ｙ，Ｂ－Ｙをマトリックス変換
し、例えばＲＧＢ信号に変換する回路である。再生処理回路１３４によって変換された信
号は、ディスプレイユニット１０７に出力され、可視画像が表示（再生）される。
【００５９】
　再生処理回路１３４およびディスプレイユニット１０７は、Bluetoothなどの無線通信
回線を介して接続することができる。このように構成すれば、カメラで撮像した画像を離
れたところからモニタすることができる。
【００６０】
　一方、制御系の一部である操作検出回路１３６は、レリーズボタン１２０やファインダ
モード切り換えスイッチ１２３等の操作を検出する。また、カメラシステム制御回路１３
５は、操作検出回路１３６の検出信号に応じてハーフミラー１１１やサブミラー１２２を
含むカメラ内の各部材の駆動を制御し、撮像の際のタイミング信号などを生成して出力す
る。
【００６１】
　撮像素子駆動回路１３７は、カメラシステム制御回路１３５の制御の下に撮像素子１０
６を駆動する駆動信号を生成する。情報表示回路１４２は、光学ファインダ内情報表示ユ
ニット１８０の駆動を制御する。
【００６２】

　制御系は、外部操作に応じて撮像系、画像処理系および記録再生系における各回路の駆
動を制御する。例えば、制御系は、レリーズボタン１２０が押圧操作されたことを検出し
て、撮像素子１０６の駆動、ＲＧＢ画像処理回路１３１の動作、記録処理回路１３３の圧
縮処理などを制御する。また、制御系は、情報表示回路１４２によって光学ファインダ内
に表示される情報における各セグメントの状態を制御する。
【００６３】
　次に、焦点調節に関して説明する。カメラシステム制御回路１３５には、ＡＦ制御回路
１４０およびレンズシステム制御回路１４１が接続されている。これらの制御回路は、カ
メラシステム制御回路１３５を中心にして各々の処理に必要とするデータを相互に通信す
る。
【００６４】
　ＡＦ制御回路１４０は、焦点検出ユニット１２１に含まれて撮影画面上の所定の位置に
設けられた焦点検出領域に対応して設けられた焦点検出用受光素子（以下、焦点検出セン
サという）１６７からの出力信号を受けて焦点検出信号を生成する。そして、結像光学系
１０３の焦点状態（デフォーカス量）を検出する。
【００６５】
　デフォーカス量が検出されると、ＡＦ制御回路１４０は、このデフォーカス量を結像光
学系１０３の一部の要素であるフォーカシングレンズの駆動量に変換する。そして、この
フォーカシングレンズ駆動量情報（焦点調節情報）を、カメラシステム制御回路１３５を
介してレンズシステム制御回路１４１に送信する。
【００６６】
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　ＡＦ制御回路１４０は、移動する被写体に対しては、レリーズボタン１２０が押圧操作
されてから実際の撮像動作が開始されるまでのタイムラグを勘案して、適切なレンズ停止
位置の予測結果に基づいてフォーカシングレンズの駆動量を指示する。また、カメラシス
テム制御回路１３５は、測光回路（不図示）での被写体輝度の測光結果により、被写体輝
度が低くて十分な焦点検出精度が得られないと判定したときには、照明ユニット１０４を
発光させて被写体を照明する。このとき、カメラ本体１０１に設けられた不図示の白色Ｌ
ＥＤや蛍光管によって被写体を照明してもよい。
【００６７】
　レンズシステム制御回路１４１は、カメラシステム制御回路１３５から送られたフォー
カシングレンズ駆動量情報を受信すると、該駆動量情報に基づいてレンズ装置１０２内の
不図示の駆動機構を介してフォーカシングレンズを光軸Ｌ１の方向に移動させる。
【００６８】
　ＡＦ制御回路１４０において被写体にピントが合ったことが検出されると、この検出情
報はカメラシステム制御回路１３５に伝えられる。このとき、レリーズボタン１２０が押
圧操作されていれば、上述したように撮像系、画像処理系やよび記録再生系によって撮像
制御が行われる。
【００６９】
　絞りは、レンズシステム制御回路１４１からの指令に応じて像面側に向かう被写体から
の光束の光量を調節する。なお、カメラシステム制御１３５とレンズシステム制御回路１
４１は、交換レンズ１０２側のマウント部電気接点（通信ユニット）１０２ａおよびカメ
ラ本体１０１側のマウント部電気接点１０１ａを介して通信が行えるように構成されてい
る。１４５は光路切換ユニットを構成するハーフミラー１１１とサブミラー１２２を駆動
するミラー駆動機構である。
【００７０】
　図１から図５には、本実施例のカメラシステムのより具体的な構成を示している。なお
、交換レンズ１０２についてはその一部の構成のみを示している。これらの図では、主に
ハーフミラー１１１およびサブミラー１２２の動作を時系列で示している。図１から図５
において、図６および図７で説明した部材と同じ部材については同一符号を付す。
【００７１】
　同図において、１０３ａは結像光学系１０３を構成する複数のレンズのうち最も像面側
に位置するレンズである。１０２ｂは交換レンズ１０２側のマウント機構、１０１ｂはカ
メラ本体１０１側のマウント機構である。
【００７２】
　１６４は焦点検出ユニット１２１における光束の取り込み窓となるコンデンサーレンズ
である。また、１６５は反射ミラー、１６６は再結像レンズ、１６７は前述した焦点検出
センサ（受光素子）である。
【００７３】
　結像光学系１０３から射出して、ハーフミラー１１１（第２の光路状態）又はサブミラ
ー１２２（第１の光路状態）で反射した光束は、コンデンサーレンズ１６４に入射する。
その後、該光束は反射ミラー１６５で偏向され、再結像レンズ１６６の作用によって焦点
検出センサ１６７上に被写体の２次像を形成する。
【００７４】
　焦点検出用センサ１６７には、少なくとも２つの画素列が設けられている。該２つの画
素列の出力信号波形の間には、焦点検出領域上に結像光学系１０３によって形成された被
写体像の結像状態に応じて、相対的に横シフトした状態が観測される。前ピン、後ピンで
は出力信号波形のシフト方向が逆になり、相関演算などの手法を用いてこの位相差（シフ
ト量）を、シフト方向を含めて検出するのが位相差検出方式の原理である。
【００７５】
　１０９－１～１０９－３は図６に示した接眼レンズ１０９を構成するレンズである。１
６３は光学ファインダの光路に対して進退可能な遮光部材であるアイピースシャッタであ
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る。このアイピースシャッタ１６３は、接眼レンズ１０９から逆侵入した光が撮像素子１
０６に到達することによる撮像への影響を回避するための部材である。
【００７６】
　図３を用いてミラー駆動機構１４５の構成について説明する。図３は、カメラが上述し
た第１の光路状態にあるときの図を示している。
【００７７】
　ハーフミラー１１１は、不図示のハーフミラー受け板に保持されている。このハーフミ
ラー受け板には、ピン１７３，１７４が設けられており、ハーフミラー１１１およびピン
１７３，１７４はハーフミラー受け板を介して一体となって移動可動である。
【００７８】
　１７０はハーフミラー駆動レバー、１７１はハーフミラー支持アームである。ハーフミ
ラー駆動レバー１７０は、回動軸１７０ａに対して回動可能に支持されており、ハーフミ
ラー支持アーム１７１は、回動軸１７１ａに対して回動可能に支持されている。
【００７９】
　ハーフミラー駆動レバー１７０は、不図示の動力伝達機構を介して駆動源に連結されて
おり、駆動源からの駆動力を受けることにより回動軸１７０ａを中心に回動することがで
きる。また、ハーフミラー支持アーム１７１は、接続部１７１ｂを介してミラーボックス
の対向する壁面側にある略同一形状の構造と接続されている。
【００８０】
　ハーフミラー支持アーム１７１の先端に設けられた貫通孔１７１ｃには、不図示のハー
フミラー受け板に設けられたピン１７３が摺動可能に係合している。これにより、ハーフ
ミラー１１１は、ハーフミラー受け板を介して貫通孔１７１ｃを中心に回動可能となって
いる。また、ハーフミラー受け板のうちピン１７３とピン１７４の中間位置には、不図示
のトーションバネによって矢印Ａ方向の付勢力が付与されている。
【００８１】
　図３に示す第１の光路状態においては、ミラーストッパ１６０，１６１が、撮影光路外
であってハーフミラー１１１の移動軌跡内に進入した状態にある。この状態にあるとき、
ハーフミラー１１１は、トーションバネによる矢印Ａ方向の付勢力を受けることにより、
ミラーストッパ１６０，１６１に当接して位置決めされる。これにより、ハーフミラー１
１１は、撮影光路上に斜めに配置された状態となる。
【００８２】
　ここで、ピン１７３は、ハーフミラー駆動レバー１７０の第１カム面１７０ｂに当接し
ておらず、ピン１７４はハーフミラー駆動レバー１７０の第２カム面１７０ｃに当接して
いない。
【００８３】
　また、サブミラー１２２は回動軸１２５周りの回動が抑制された状態で、ハーフミラー
１１１の背後に位置している。
【００８４】
　上述した第１の光路状態において、結像光学系１０３から射出した光束のうちハーフミ
ラー１１１で反射した光束は光学ファインダに導かれる。また、ハーフミラー１１１を透
過した光束は、ハーフミラー１１１の背後にあるサブミラー１２２で反射して焦点検出ユ
ニット１２１に導かれる。
【００８５】
　ミラーストッパ１６０，１６１がハーフミラー１１１の移動軌跡から退避したときは、
不図示のトーションバネによる矢印Ａ方向の付勢力により、ピン１７３はハーフミラー駆
動レバー１７０の第１カム面１７０ｂに当接する。また、ピン１７４はハーフミラー駆動
レバー１７０の第２カム面１７０ｃに当接する。このことは、ハーフミラー駆動レバー１
７０が図３中の時計回り方向に回動したときも同様である。
【００８６】
　そして、ピン１７３，１７４はそれぞれ、ハーフミラー駆動レバー１７０の回動量に応
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じて、第１カム面１７０ｂおよび第２カム面１７０ｃに沿って移動する。これにより、ハ
ーフミラー１１１の姿勢が変化する。
【００８７】
　すなわち、ハーフミラー駆動レバー１７０の回動に連動してハーフミラー支持アーム１
７１が回動する。そして、ハーフミラー駆動レバー１７０およびハーフミラー支持アーム
１７１にピン１７３，１７４を介して連結しているハーフミラー受け板が回動し、これと
ともにハーフミラー１１１が回動する。
【００８８】
　図１から図５には、ハーフミラー１１１およびサブミラー１２２の動作を示す。図１は
、第２の光路状態を示し、図２は、第１の光路状態から第２の光路状態への移行過程を示
す。図４は、第１の光路状態から第３の光路状態への移行過程を示し、図５は第３の光路
状態を示す。
【００８９】
　第１の光路状態（図３）にあるとき、ハーフミラー１１１およびサブミラー１２２は、
上述したように結像光学系１０３から射出された被写体からの光束を、光学ファインダお
よび焦点検出ユニット１２１に導くように作用する。
【００９０】
　また、第２の光路状態（図１）にあるときには、ハーフミラー１１１が結像光学系１０
３から射出された光束を、撮像素子１０６および焦点検出ユニット１２１に導くように作
用する。さらに、第３の光路状態（図５）にあるときには、ハーフミラー１１１およびサ
ブミラー１２２が撮影光路から退避する。
【００９１】
　次に、図８から図１６を用いて、撮影環境の光源の検出方法と動作について説明する。
図８には、太陽である自然光源からの光と蛍光灯等の人工光源からの光の代表的な分光特
性を示している。
【００９２】
　図９には、ハーフミラー１１１の分光反射率と分光透過率とを示す。また、図１０には
、焦点検出センサ１６７の分光感度特性を示す。
【００９３】
　図１１Ａは、光路切換ユニットの第２の光路状態を模式的に示しており、この光路状態
では、ハーフミラー１１１で反射した光を焦点検出センサ１６７で受光してデフォーカス
量を求める焦点検出動作を行うことができる。またこのとき、焦点検出センサ１６７の出
力値（後述する分光出力分布の総和）を検出する第２のセンサ出力検出動作を行うことが
できる。
【００９４】
　図１１Ｂは、光路切換ユニットの第１の光路状態を模式的に示しており、この光路状態
では、ハーフミラー１１１を透過してサブミラー１２２で反射した光を用いた焦点検出動
作を行うことができる。またこのとき、焦点検出センサ１６７からの出力値を検出する第
１のセンサ出力検出動作を行うことができる。
【００９５】
　ＥＶＦモードから光路切換ユニットを第３の光路状態に切り換えて撮像を行うＥＶＦ撮
像モード（第２の検出モード）では、図１１Ａに示す第２の光路状態で焦点検出動作と、
１度目のセンサ出力検出動作（第２のセンサ出力検出動作）とを行う。そして次に、図１
１Ｂに示す第１の光路状態で２度目のセンサ出力検出動作（第１のセンサ出力検出動作）
を行う。その後、撮像を行うために第３の光路状態に移行する。第１および第２の光路状
態では、焦点検出センサ１６７に到達する光が、ハーフミラー１１１を透過するか否かと
、ハーフミラー１１１で反射するかサブミラー１２２で反射するかが異なる。
【００９６】
　図１２には、ＥＶＦ撮像モードにおいて光源が自然光源である場合の第１および第２の
センサ出力検出動作時における焦点検出センサ１６７の分光出力分布を示す。図１３には
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、ＥＶＦ撮像モードにおいて光源が人工光源である場合の第１および第２のセンサ出力検
出動作時における焦点検出センサ１６７の分光出力分布を示す。
【００９７】
　ここで、交換レンズ１０２（結像光学系１０３）を構成するレンズの分光透過率特性や
、反射作用しか持たないミラーであるサブミラー１２２の分光反射率特性は、可視光を中
心とした広い分光域でほぼ一定である。また、焦点検出センサ１６７の分光出力分布に与
える影響は少ない。このため、図１２，１３に示された焦点検出センサ１６７の分光出力
分布には、図８から図１０に示した光源の分光特性、蒸着膜が形成されたハーフミラー１
１１の分光反射率／透過率特性および焦点検出センサ１６７の感度分布が影響すると考え
て差し支えない。焦点検出センサ１６７からの出力値は、図１２および図１３に示した分
光出力分布の積分和（面積）となる。
【００９８】
　図１２において、自然光源下での第２のセンサ出力検出動作時におけるハーフミラー１
１１での反射光（以下、ハーフミラー反射光という）による焦点検出センサ１６７の出力
値（以下、センサ出力という）を１００とする。このとき、自然光源下での第１のセンサ
出力検出動作時におけるハーフミラー１１１を透過した光（以下、ハーフミラー透過光と
いう）によるセンサ出力は２６０となる。
【００９９】
　これに対し、図１３において、人工光源下での第２のセンサ出力検出動作時におけるハ
ーフミラー反射光によるセンサ出力を１００とすると、人工光源下での第１のセンサ出力
検出動作時におけるハーフミラー透過光によるセンサ出力は６４となる。
【０１００】
　したがって、ＥＶＦ撮像モードにおいて、１度目のセンサ出力検出動作時と２度目のセ
ンサ出力検出動作時でのセンサ出力の相対値が１００から２６０に変化した場合には、撮
影環境の光源が自然光源であると判別できる。また、センサ出力の相対値が１００から６
４に変化した場合には、撮影環境の光源が人工光源であると判別できる。つまり、２回の
センサ出力検出動作で得られたセンサ出力間での変化（変化量や変化方向〔増減〕）を算
出することにより、光源を判別することができる。
【０１０１】
　図１４Ａは、図１１Ｂと同様に、光路切換ユニットの第１の光路状態を模式的に示して
おり、この光路状態では、ハーフミラー１１１を透過してサブミラー１２２で反射した光
を用いた焦点検出動作を行うことができる。またこのとき、焦点検出センサ１６７からの
出力値を検出する第１のセンサ出力検出動作を行うことができる。
【０１０２】
　図１４Ｂは、光路切換ユニットの第４の光路状態を模式的に示しており、この光路状態
では、ハーフミラー１１１を介さずにサブミラー１２２で反射した光を受光した焦点検出
センサ１６７からの出力値を検出する第２のセンサ出力検出動作を行うことができる。
【０１０３】
　ＯＶＦモードから光路切換ユニットを第３の光路状態に切り換えて撮像を行うＯＶＦ撮
像モード（第１の検出モード）では、図１４Ａに示す第１の光路状態で焦点検出動作と、
１度目のセンサ出力検出動作（第１のセンサ出力検出動作）とを行う。次に、図１４Ｂに
示す第４の光路状態で２度目のセンサ出力検出動作（第２のセンサ出力検出動作）を行う
。その後、撮像を行うために第３の光路状態に移行する。第１および第４の光路状態では
、焦点検出センサ１６７に到達する光が、ハーフミラー１１１を透過するか否かの点が異
なる。
【０１０４】
　図１５には、ＯＶＦ撮像モードにおいて光源が自然光源である場合の第１および第２の
センサ出力検出動作時における焦点検出センサ１６７の分光出力分布を示す。図１６には
、ＯＶＦ撮像モードにおいて光源が人工光源である場合の第１および第２のセンサ出力検
出動作時における焦点検出センサ１６７の分光出力分布を示す。これら図１５および図１
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６に示す分光出力分布は、図１２および図１３に示した分光出力分布と同様にして求めら
れたものである。
【０１０５】
　図１５において、自然光源下での第１のセンサ出力検出動作時におけるハーフミラー透
過光によるセンサ出力を１００とする。このとき、自然光源下での第２のセンサ出力検出
動作時におけるハーフミラー１１１を介さない光（以下、ハーフミラー無透過光という）
によるセンサ出力は１４０となる。
【０１０６】
　これに対し、図１６において、人工光源下での第２のセンサ出力検出動作時におけるハ
ーフミラー透過光によるセンサ出力を１００とすると、人工光源下での第１のセンサ出力
検出動作時におけるハーフミラー無透過光によるセンサ出力は２５０となる。
【０１０７】
　したがって、ＯＶＦ撮像モードにおいて、１度目のセンサ出力検出動作時と２度目のセ
ンサ出力検出動作時でのセンサ出力の相対値が１００から１４０に変化した場合には、撮
影環境の光源が自然光源であると判別できる。また、センサ出力の相対値が１００から２
５０に変化した場合には、撮影環境の光源が人工光源であると判別できる。つまり、２回
のセンサ出力検出動作で得られたセンサ出力間での変化を算出することにより、光源を判
別することができる。
【０１０８】
　そして、撮影環境における光源を特定することができれば、該光源に対応したフォーカ
シングレンズ駆動量情報の補正値を生成することができる。
【０１０９】
　例えば、光源が自然光源である場合には、補正値を０とする。一方、光源が人工光源で
ある場合には、予め人工光源からの光によって結像光学系１０３で発生する色収差に応じ
て不図示のメモリに記憶した補正値を読み出す。この場合、メモリに、カメラ本体１０１
に装着可能な種々の交換レンズごとに発生する色収差に応じた補正値を記憶しておき、装
着された交換レンズが有する識別情報に対応した補正値を読み出すようにしてもよい。ま
た、センサ出力やその変化量等に基づいて補正値を算出してもよい。
【０１１０】
　なお、光源が自然光源の場合と人工光源の場合とで異なる補正値（０ではない補正値）
を予め不図示のメモリに記憶しておいたり、センサ出力やその変化量等に基づいて算出し
たりしてもよい。
【０１１１】
　これにより、光源の種類によって結像光学系１０３で発生する色収差が異なることに起
因したフォーカシングレンズ駆動量の算出結果のばらつきを解消することができ、光源の
種類にかかわらず高い合焦精度を得ることができる。また、光源からの入射光束の分光特
性にかかわらず、所望の波長の光に対する合焦位置にフォーカシングレンズを調節するこ
とができる。
【０１１２】
　次に、本実施例のカメラシステムにおける撮像シーケンスについて、図１７を用いて説
明する。図１７のシーケンスは、主として、カメラシステム制御回路１３５およびＡＦ制
御回路１４０によって、それらの内部に格納されたコンピュータプログラムに従って実行
される。
【０１１３】
　ステップＳ１では、メインスイッチ１１９が操作（ＯＮ）されるまで待機し、操作され
ることでステップＳ２に進む。ステップＳ２では、カメラ本体１０１内の各種電気回路に
電流を供給（起動）する。
【０１１４】
　ステップＳ３では、設定されているファインダモードを判別し、ＯＶＦモードに設定さ
れている場合にはステップＳ４Ａに進み、ＥＶＦモードに設定されている場合にはステッ
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プＳ４Ｂに進む。
【０１１５】
　ステップＳ４Ａでは、光学ファインダ内情報表示ユニット１８０を駆動することにより
、光学ファインダ内に設けられた表示部に所定の情報を表示させる。このＯＶＦモードで
は、接眼レンズ１０９を介して上記所定の情報とともに被写体像を観察することができる
。
【０１１６】
　ステップＳ４Ｂでは、ディスプレイユニット１０７に画像や所定の情報を表示させる。
このＥＶＦモードでは、ディスプレイユニット１０７を介して上記所定の情報とともに被
写体画像を観察することができる。
【０１１７】
　ここで、操作検出回路１３６によりファインダモード切り換えスイッチ１２３が操作さ
れたことを検出した場合には、ファインダモードを切り換える。例えば、ＯＶＦモードか
らＥＶＦモードに切り換えられた場合には、撮像系および画像処理系の駆動により、ディ
スプレイユニット１０７に被写体画像が表示される。
【０１１８】
　ステップＳ５では、操作検出回路１３６の出力に基づいてレリーズボタン１２０が半押
し操作されたことを検出するまで、すなわち、ＳＷ１がＯＮ状態になるまで待機し、ＳＷ
１がＯＮ状態になることでステップＳ６に進む。
【０１１９】
　ステップＳ６では、被写体輝度の測定（測光）が行われるとともに、焦点検出ユニット
１２１において焦点検出動作が行われる。ここで、ＥＶＦ撮像モードでは図１１Ａに示し
た第２の光路状態で焦点検出動作が、ＯＶＦ撮影モードでは図１４Ａに示した第１の光路
状態で焦点検出動作が行われる。そしてこのとき、１度目のセンサ出力検出動作も行われ
、センサ出力が不図示のメモリに記憶される。
【０１２０】
　カメラシステム制御回路１３５は、測光結果に基づいて露出値（シャッタ速度および絞
り値）を算出する。また、ＡＦ制御回路１４０は、焦点検出センサ１６７からの２像に対
応した信号の位相差を検出し、該位相差からデフォーカス量を算出する。さらに該デフォ
ーカス量に基づいて、フォーカシングレンズ駆動量を算出する。
【０１２１】
　そして、ＡＦ制御回路１４０とレンズシステム制御回路１４１による焦点調節制御によ
り、結像光学系１０３のフォーカシングレンズを駆動する。また、レンズシステム制御回
路１４１は、演算された絞り値に基づいて絞りを駆動し、光量を調節する。この後、合焦
確認のために再度、焦点検出動作を行い、合焦していないと判別された場合には再度フォ
ーカシングレンズ駆動量の演算と、フォーカシングレンズの駆動とを行ってもよい。
【０１２２】
　ステップＳ７では、操作検出回路１３６の出力に基づいて、レリーズボタン１２０が全
押し操作されているか否か、すなわちＳＷ２がＯＮ状態となっているか否かを判別する。
ＳＷ２がＯＮ状態になっていればステップＳ８に進み、ＯＦＦ状態になっていればステッ
プＳ５に戻る。
【０１２３】
　ステップＳ８では、ミラー駆動機構を介してハーフミラー１１１およびサブミラー１２
２を２度目のセンサ出力検出動作が可能な状態とする。つまり、ＥＶＦ撮像モードでは図
１１Ｂに示した第１の光路状態に、ＯＶＦ撮像モードでは図１４Ｂに示した第４の光路状
態に光路切換ユニットを切り換える。
【０１２４】
　そして、ステップＳ９では、２度目のセンサ出力検出動作を行い、その結果と１度目の
センサ出力検出動作での検出結果とを比較して光源を判別する。そして、特定された光源
がフォーカシングレンズの駆動量補正が必要な光源である場合（例えば、人工光源である
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場合）には、補正値を生成（メモリから読み出したり算出したり）する。
【０１２５】
　ステップＳ１０では、フォーカシングレンズを該補正値に対応する量だけ駆動する。
【０１２６】
　ステップＳ１１では、ハーフミラー１１１およびサブミラー１２２を第３の光路状態（
図５）に切り換える。
【０１２７】
　ステップＳ１２では、先に演算されたシャッタ速度に基づいてシャッタ１１３を動作さ
せ、撮像素子１０６を露光する。
【０１２８】
　ステップＳ１３では、撮像素子１０６から読み出した信号に基づいて、画像処理系によ
り高精細画像の取り込みを行う。
【０１２９】
 　なお、上述した撮像シーケンスは合焦精度を優先した撮像を行う場合のシーケンスで
あるが、本実施例では、レリーズタイムラグの短縮を優先した撮像を行うシーケンスを焦
点調節モード選択スイッチ１２６により選択できる。この場合、図中に点線で示しように
、上述した撮像シーケンスにおいて、ステップＳ８から、ステップＳ９，１０をスキップ
してステップ１１に移行するシーケンスが実行される。また、連続撮影を行う場合には、
自動的に後者のシーケンスが選択されるようにしてもよい。
【０１３０】
 　なお、本実施例のカメラは、撮像素子１０６を用いて取得した画像をディスプレイユ
ニット１０７上でモニタしているとき（ＥＶＦモード）でも、焦点検出ユニット１２１に
おいて位相差検出方式による焦点検出を行うことができる。これにより、ＥＶＦモードに
おいて、コントラスト検出方式（ＴＶ－ＡＦ方式）による焦点検出を行う場合に比べて、
高速な焦点調節動作を行うことができる。
【０１３１】
　次に、ファインダモードの切換動作について説明する。カメラ内の電気回路が動作して
いる間は、各操作スイッチの状態が操作検出回路１３６を介して検出される。ファインダ
モード切り換えスイッチ１２３が操作されたことを検出すると、ファインダモード（ＯＶ
ＦモードおよびＥＶＦモード）の切換動作が開始される（図１７のステップＳ３）。
【０１３２】
　図１８は、このファインダモードの切換動作を説明するためのフローチャートである。
図１８のシーケンスは、主としてカメラシステム制御回路１３５によって、その内部に格
納されたコンピュータプログラムに従って実行される。
【０１３３】
　ステップＳ１００において、現在のファインダモードが検知される。そして、ファイン
ダモード切り換えスイッチ１２３がＯＶＦモードからＥＶＦモードに操作されたときには
、ステップＳ１０１へ移行する。一方、ファインダモード切り換えスイッチ１２３がＥＶ
ＦモードからＯＶＦモードに切り換えられたときにはステップＳ１１１へ移行する。
【０１３４】
　まず、ＯＶＦモードからＥＶＦモードへの切り換えについて説明する。ＯＶＦモードに
おいては、ハーフミラー１１１およびサブミラー１２２からなる光路切換ユニットが第１
の光路状態（図３）となっている。ＥＶＦモードでは、光学ファインダに被写体光を導か
ないため、まずステップＳ１０１において、アイピース駆動回路１４３およびアクチュエ
ータ１４４によりアイピースシャッタ１６３を閉じ動作させる。すなわち、アイピースシ
ャッタ１６３を、接眼レンズ１０９を構成するレンズ１０９－２とレンズ１０９－３と間
におけるファインダ光路内に進入させる。
【０１３５】
　これは、ＥＶＦモードが設定されているときに接眼レンズ１０９を介して被写体像が見
えなくなるのを撮影者がカメラの故障と誤解しないようにするためである。また、光学フ
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ァインダからの逆入光が撮像素子１０６に入射することにより、ゴーストが発生するのを
防ぐためである。
【０１３６】
　ステップＳ１０２では、ファインダ内情報表示ユニット１８０を駆動して光学ファイン
ダ内の情報表示を消灯状態とする。これは、ステップＳ１０１において、すでにアイピー
スシャッタ１６３を閉じ状態としているため、光学ファインダ内に情報表示を行っても撮
影者はこの表示を見ることができないからである。これにより、電力消費を軽減して電池
の消耗を抑えることができる。
【０１３７】
　ステップＳ１０３では、ミラー駆動機構１４５を動作させることにより、ハーフミラー
１１１を第２の光路状態（図１）に移行させるのに備えて、サブミラー１２２をミラーボ
ックスの下部に退避させる（図１）。
【０１３８】
　ステップＳ１０４では、ミラーストッパ１６０，１６１をハーフミラー１１１の移動軌
跡上から退避させる。
【０１３９】
　ミラーストッパ１６０，１６１が退避した後、ステップＳ１０５では、ミラー駆動機構
１４５によりハーフミラー駆動レバー１７０を図３中の反時計回り方向に回動させる。こ
れにより、ハーフミラー１１１は、不図示のトーションバネによる矢印Ａ方向の付勢力を
受けることで、図２に示す状態を経て第２の光路状態（図１）となる。
【０１４０】
　ハーフミラー１１１が第２の光路状態にあるときには、結像光学系１０３からの光束の
うち一部の光束がハーフミラー１１１で反射して焦点検出ユニット１２１に導かれる。ま
た、残りの光束は、ハーフミラー１１１を透過して撮像素子１０６側に向かう。
【０１４１】
　第２の光路状態では、ハーフミラー１１１が、トーションバネによる矢印Ａ方向の付勢
力を受けることにより、撮影光路外に配置されたミラーストッパ１７５，１７６に当接し
て位置決めされる。このとき、ピン１７３は、ハーフミラー駆動レバー１７０の第１カム
面１７０ｂに当接しておらず、ピン１７４は、ハーフミラー駆動レバー１７０の第２カム
面１７０ｃに当接していない。
【０１４２】
　ハーフミラー１１１の反射面の位置は、第１の光路状態においてサブミラー１２２の反
射面があった位置と略等しい。これにより、第１の光路状態においてサブミラー１２２に
より焦点検出ユニット１２１に導かれる反射光と、第２の光路状態においてハーフミラー
１１１により焦点検出ユニット１２１に導かれる反射光とのずれが極力小さくなる。した
がって、焦点検出領域の位置がほとんど変化しないようにすることができる。
【０１４３】
　ここで、ハーフミラー１１１を透過した光が撮像素子１０６上で結像されることで形成
される被写体像のピント位置が、被写体光がハーフミラー１１１を透過しない場合のピン
ト位置に対して若干ずれる。このため、ステップＳ１０６では、ピント位置のずれを補正
するために、ピント補正モードを起動する。
【０１４４】
　第１の光路状態においては、カメラシステム制御回路１３５は、ハーフミラー１１１お
よびサブミラー１２２が撮影光路から退避（第３の光路状態）したときに、被写体像が撮
像素子１０６上にシャープに結像するようにフォーカシングレンズ駆動量を算出する。
【０１４５】
　これに対して、第２の光路状態でピント補正モードがオン状態にあるときは、ハーフミ
ラー１１１を透過して撮像素子１０６上に投影された被写体像がシャープに結像するよう
にフォーカシングレンズ駆動量を補正する。これにより、第２の光路状態でピント補正モ
ードが設定されている場合、第２の光路状態におけるフォーカシングレンズの駆動位置は
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、フォーカシングレンズ駆動量を補正した分だけ、第３の光路状態における合焦位置に対
してずれる。
【０１４６】
　したがって、ＥＶＦモードが設定されている状態においてレリーズボタン１２０が全押
し操作されて撮像動作がスタートし、第２の光路状態から第３の光路状態に切り換わると
きには、これと同期してシャッタ１１３の先幕駆動機構をチャージする。すなわち、シャ
ッタ１１３を閉じ状態とする。さらに、ピント補正モードにより被写体像のピント位置を
補正した分だけフォーカシングレンズを第３の光路状態での合焦位置に駆動する。その後
、シャッタ１１３を算出されたシャッタ速度で動作させて撮像素子１０６を露光する。
【０１４７】
　このように構成することにより、第２の光路状態においてディスプレイユニット１０７
に表示された画像に基づいてピントの状態を正確に確認した上で、第３の光路状態でピン
トの合った画像を撮像することができる。
【０１４８】
　ステップＳ１０７では、シャッタ１１３の先幕を開いて撮像素子１１６に連続的に露光
する状態とし、ディスプレイユニット１０７上に表示するためのスルー画像の取得を可能
とする。
【０１４９】
　ステップＳ１０８では、ディスプレイユニット１０７の電源を投入する。
【０１５０】
　ステップＳ１０９では、スルー画像のディスプレイユニット１０７での表示を開始し、
ステップＳ１００にリターンする。
【０１５１】
　次に、ステップＳ１００におけるファインダモードの判別により、ＥＶＦモードからＯ
ＶＦモードへ切り換えるためにステップＳ１１１へ移行した場合について説明する。
【０１５２】
　初期状態のＥＶＦモードにおいては、ハーフミラー１１１とサブミラー１２２からなる
光路分割系は第２の光路状態（図１）にあり、上述したようにディスプレイユニット１０
７でスルー画像表示が行われている。
【０１５３】
  ステップＳ１１１では、ディスプレイユニット１０７の電源をオフにするとともに、撮
像素子１０６によるスルー画像の取得を停止する。
【０１５４】
　ステップＳ１１２では、シャッタ１１３の後幕を走行させてシャッタ１１３を閉じ状態
とし、撮像に備えて先幕・後幕駆動機構をチャージする。
【０１５５】
  ステップＳ１１３では、ハーフミラー１１１の移動を可能にするためにミラーストッパ
１６０，１６１をハーフミラー１１１の移動軌跡から退避させる。
【０１５６】
  ステップＳ１１４では、ハーフミラー駆動レバー１７０を図１中の時計回り方向に回動
させて、ハーフミラー１１１およびサブミラー１２２を図２の状態→図３の状態→図４の
状態→図５の状態（第３の光路状態）となるように移動させる。
【０１５７】
　ハーフミラー駆動レバー１７０が時計回り方向に回動すると、ピン１７４は第２カム面
１７０ｃに押し込まれて移動し、ピン１７３は第１カム面１７０ｂに押し込まれて移動す
る。これにより、ハーフミラー支持アーム１７１が回動軸１７１ａを中心に時計回り方向
に回動するとともに、ハーフミラー１１１がピン１７３を中心に時計回り方向に回動する
。
【０１５８】
  ステップＳ１１５では、ミラーストッパ１６０，１６１をハーフミラー１１１の移動軌
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跡内に挿入する。
【０１５９】
  第３の光路状態までハーフミラー１１１を移動させてからミラーストッパ１６０，１６
１を挿入するので、ミラーストッパ１６０，１６１の挿入に際してハーフミラー１１１と
衝突することはない。このため、ハーフミラー１１１の位置を切り換える際（ＯＶＦモー
ドおよびＥＶＦモード間の切り換えの際）の機構的信頼性を高くすることができる。
【０１６０】
  なお、本実施例ではハーフミラー１１１を第３の光路状態まで移動させているが、ミラ
ーストッパ１６０，１６１がハーフミラー１１１に衝突しなければよいため、ハーフミラ
ー１１１を第３の光路状態に相当する位置の近くまで移動させてもよい。
【０１６１】
  ステップＳ１１６では、ハーフミラー駆動レバー１７０を図５中の反時計回り方向に回
動させる。これにより、ハーフミラー１１１を第３の光路状態（図５）から図４の状態を
経て第１の光路状態（図３）に移動させる。このとき、ハーフミラー１１１は、ミラー駆
動機構１４５内に設けられた不図示のバネの付勢力を受けてミラーストッパ１６０，１６
１に当接した状態となる。
【０１６２】
  ステップＳ１１７では、アイピースシャッタ１６３を開く。
【０１６３】
  ステップＳ１１８では、操作検出回路１３６からの出力に基づいて、マニュアル（Ｍ）
フォーカスモードに設定されているか否かを判別する。マニュアルフォーカスモードであ
ればステップＳ１０７に移行し、マニュアルフォーカスモードではなくオートフォーカス
モードであれば、ステップ１２０に進む。
【０１６４】
  マニュアルフォーカスモードである場合には、焦点検出ユニット１２１を動作させる必
要がなく、背景のぼけ具合の把握が光学ファインダよりも電子画像（スルー画像）を用い
た方が正確にできる。このため、ディスプレイユニット１０７でのスルー画像表示を行う
ステップＳ１０７に移行する。
【０１６５】
  ステップＳ１２０では、焦点検出ユニット１２１に被写体光を導くようにサブミラー１
２２を所定の位置にセットする。すなわち、図５に示すようにミラーボックスの下部に収
納されていたサブミラー１２２を、回動軸１２５を中心に回動させることにより、ハーフ
ミラー１１１の背後に移動させる（図３）。
【０１６６】
  ステップＳ１２１では、光学ファインダ内情報表示ユニット１８０を駆動して所定の情
報をファインダ内に点灯表示する。そして、ステップＳ１００にリターンする。
【０１６７】
　以上説明したように、本実施例のカメラによれば、赤外センサを用いることなく、焦点
検出センサ１６７からの出力値のみから撮影環境の光源を判別することが可能である。そ
して、特定した光源に応じてフォーカシングレンズ駆動量の補正を行うことで、光源の種
類にかかわらず精度の高い焦点調節制御を行うことができる。
【０１６８】
　しかも、本実施例では、一眼レフカメラに既存の部品である焦点検出センサ１６７、ハ
ーフミラー１１１およびサブミラー１２２を利用して光源を判別するため、新たに専用の
部品を必要とすることなく、コストアップを抑えることができる。
【０１６９】
　また、２回のセンサ出力検出動作において、同じ焦点検出センサ１６７の出力を検出す
るため、センサ感度のばらつきの影響を受けずに補正量を決定することができる。また、
撮影光学系からの光束が導かれる焦点検出センサ１６７からの出力を用いるため、十分な
光量を確保でき、光源判別の精度を向上させることができる。
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【０１７０】
　なお、上記実施例では、ファインダ観察状態から撮像状態への移行中に、撮影環境の光
源を判別するための処理を行う場合について説明したが、ファインダモードの切換えの前
後に２度のセンサ出力検出動作を行って、光源を判別してもよい。ファインダモードの切
換動作の前後の光路状態は、図１１Ａおよび図１１Ｂに示す状態であるため、ＥＶＦ撮像
モードでのファインダ観察状態から撮像状態への移行時と同様に光源を判別することがで
きる。
【０１７１】
　また、このようにファインダモードの切換動作の前後において光源を判別した場合は、
上述したレリーズタイムラグの短縮優先の撮像を行うシーケンスとすることができる。こ
の場合、図１７のステップＳ６において、補正値を含むフォーカシングレンズ駆動量を算
出し、ステップＳ８からステップＳ１１に移行する。
【０１７２】
　また、カメラを光源を判別するための専用モードを持つように構成してもよい。例えば
、光源判別スイッチを設け、そのスイッチ操作に応じて、第１および第２のセンサ出力検
出動作を経て補正値を算出する。この場合も、図１７のステップＳ６において、補正値を
含むフォーカシングレンズ駆動量を算出し、ステップＳ８からステップＳ１１へ移行する
。
【０１７３】
　さらに、上記実施例では、ハーフミラーを透過してサブミラーで反射した光によるセン
サ出力と、ハーフミラーを透過せずに該ハーフミラーおよびサブミラーのうち一方で反射
した光によるセンサ出力との間の変化に基づいて焦点調節制御を行う。しかし、前述した
ように、サブミラーの分光反射率特性が焦点検出センサの分光出力分布に与える影響は少
ない。このため、本発明は、本質的には、ハーフミラーを透過した光によるセンサ出力と
、該ハーフミラーで反射した光および該ハーフミラーを介さない光のうち一方によるセン
サ出力とを比較する構成であるとも言える。
【０１７４】
　なお、本発明にいう「光学部材」は、上記実施例に示したミラー形状を有するものに限
らず、入射面と射出面を有する透明体の面に光学膜を形成したいわゆるビームスプリッタ
のような部材であってもよい。
【図面の簡単な説明】
【０１７５】
【図１】本発明の実施例１であるカメラシステム（第２の光路状態）の構成を示す断面図
である。
【図２】実施例１のカメラシステム（第２から第１の光路状態への移行中）の構成を示す
断面図である。
【図３】実施例１のカメラシステム（第１の光路状態）の構成を示す断面図である。
【図４】実施例１のカメラシステム（第１から第３の光路状態への移行中）の構成を示す
断面図である。
【図５】実施例１のカメラシステム（第３の光路状態）の構成を示す断面図である。
【図６】実施例１のカメラシステムの概略構成を示す図である。
【図７】実施例１のカメラシステムの電気的構成を示すブロック図である。
【図８】光源の分光特性を示す図である。
【図９】ハーフミラーの分光反射率／透過率特性を示す図である。
【図１０】焦点検出センサの分光感度分布を示す図である。
【図１１Ａ】実施例１のカメラシステムにおけるＥＶＦ撮像モードでの１回目のセンサ出
力検出動作時の光路状態（第２の光路状態）を示す概略図である。
【図１１Ｂ】実施例１のカメラシステムにおけるＥＶＦ撮像モードでの２回目のセンサ出
力検出動作時の光路状態（第１の光路状態）を示す概略図である。
【図１２】ＥＶＦ撮像モードでの自然光源下における１，２回目のセンサ出力を示す図で



(20) JP 4834394 B2 2011.12.14

10

20

ある。
【図１３】ＥＶＦ撮像モードでの人工光源下における１，２回目のセンサ出力を示す図で
ある。
【図１４Ａ】実施例１のカメラシステムにおけるＯＶＦ撮像モードでの１回目のセンサ出
力検出動作時の光路状態（第１の光路状態）を示す概略図である。
【図１４Ｂ】実施例１のカメラシステムにおけるＯＶＦ撮像モードでの２回目のセンサ出
力検出動作時の光路状態（第４の光路状態）を示す概略図である。
【図１５】ＯＶＦ撮像モードでの自然光源下における１，２回目のセンサ出力を示す図で
ある。
【図１６】ＯＶＦ撮像モードでの人工光源下における１，２回目のセンサ出力を示す図で
ある。
【図１７】実施例１のカメラシステムにおける撮像シーケンスを示すフローチャートであ
る。
【図１８】実施例１のカメラシステムにおけるファインダモードの切換動作シーケンスを
示すフローチャートである。
【符号の説明】
【０１７６】
　１０３　結像光学系
　１０６　撮像素子
　１０７　ディスプレイユニット
　１０９　接眼レンズ
　１１１　ハーフミラー
　１２１　焦点検出ユニット
　１２２　サブミラー
　１６７　焦点検出センサ（受光素子）
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【図８】



(28) JP 4834394 B2 2011.12.14

【図９】

【図１０】



(29) JP 4834394 B2 2011.12.14

【図１１Ａ】

【図１１Ｂ】



(30) JP 4834394 B2 2011.12.14

【図１２】

【図１３】



(31) JP 4834394 B2 2011.12.14

【図１４Ａ】

【図１４Ｂ】



(32) JP 4834394 B2 2011.12.14

【図１５】

【図１６】
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